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第 1 問 仕訳 1 つにつき 4 点、計 20 点 

 借 方 科 目 金 額 貸 方 科 目 金 額 

１ 租 税 公 課 

通 信 費 

2,000 

1,500 

現 金 3,500 

収入印紙は租税公課勘定で処理し、郵便切手は通信費勘定で処理する。 

2 当 座 預 金 

手 形 売 却 損 

99,000 

1,000 

受 取 手 形 100,000 

割引料＝手形金額×利率×割引日（割引日から満期日までの日数）÷365 日 

100,000 円×5％×73 日÷365 日＝1,000 円 

3 売 掛 金 

発 送 費 

60,900 

2,100 

売 上 

当 座 預 金 

60,000 

3,000 

 当店が負担する発送運賃は、発送費勘定で処理する。相手方負担の発送運賃は、立替金勘定または売掛金勘定で

処理する。 

4 現 金 32,000 現 金 過 不 足 32,000 

 紙幣や硬貨のみならず、通貨代用証券も現金となる。 

通貨代用証券には、「他人振出小切手」、「郵便為替証書」、「送金小切手」、「配当金領収証」、「期日が到来した公社

債の利札」がある。 

5 資 本 金 

支 払 保 険 料 

15,000 

20,000 

現 金 35,000 

店主個人に関する支払いについては、資本金勘定または引出金勘定で処理する。 

第 2 問 （ ）１つにつき 2 点、計 10 点 

小 口 現 金 出 納 帳 

受 入 
平成 

〇年 
摘   要 支 払 

内  訳 

交通費 通信費 雑 費 

1,000 6 10 前 週 繰 越         

（2,000） 

 

〃 本 日 補 給 

  

    

  〃 電 車 代 800 800   

  11 電 話 代 600  600  

  

 

12 お 菓 子 代 400   

 

 400 

  

 

13 バ ス 代 300 300   

 

  14 郵 便 切 手 代 200  200  

  

  

合   計 2,300 （1,100） （800） 400 

  

 

14 次 週 繰 越 700       

3,000 

   

（3,000）       

700 6 17 前 週 繰 越         

（2,300） 

 

〃 本 日 補 給         

【解説】 

報告を受けた 2,300 円について、補給を受けることになる。 

電車代・バス代は、交通費に該当し、電話代・郵便切手代は、通信費に該当し、お菓子代は、雑費に該当する。 
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第 3 問 （ ）1 つにつき 3 点、計 30 点 

試   算   表 

借  方 
勘定科目 

貸  方 

10 月末残高 月中取引高 月初残高 月初残高 月中取引高 10 月末残高 

（9,000）  90,000 38,000 現  金    119,000   

（12,000）  30,000 90,000 当座預金    108,000   

（41,000）  43,000 受取手形  2,000  

 （343,200）  360,000 60,000 売掛金    76,800   

 800  貸倒引当金 1,000  （200） 

   支払手形 30,000 15,000 （45,000） 

   55,000   買掛金 52,000  180,000 （177,000） 

   借入金 20,000  20,000 

   前受金 3,000  3,000 

 6,000  仮受金 6,000   

      資本金 149,000   149,000  

   20,000   売  上 320,000  390,000  （690,000） 

（348,000） 238,000 120,000 仕入  10,000  

（30,000） 15,000 15,000 支払地代    

71,000 38,000 33,000 給料    

120,000    120,000 支払家賃       

50,000 20,000 30,000 通信費    

12,000  12,000 租税公課    

48,000 28,000 20,000 水道光熱費    

 1,084,200  900,800 581,000   581,000  900,800  1,084,200 

1.現金増減取引の仕訳 

 借 方 科 目 金 額 貸 方 科 目 金 額 

a 現 金 40,000 当 座 預 金 40,000 

b 現 金 20,000 売 掛 金 20,000 

C 現 金 30,000 売 上 30,000 

d 仕 入 18,000 現 金 18,000 

e 給 料 38,000 現 金 38,000 

f 支 払 地 代 15,000 現 金 15,000 

g 通 信 費 20,000 現 金 20,000 

h 水 道 光 熱 費 28,000 現 金 28,000 

2.当座預金増減取引 

 借 方 科 目 金 額 貸 方 科 目 金 額 

a 現金増減取引の aと同じであるため、仕訳不要。 

b 当 座 預 金 30,000 売 掛 金 30,000 

C 仕 入 40,000 当 座 預 金 40,000 

d 買 掛 金 28,000 当 座 預 金 28,000 
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3.仕入取引 

 借 方 科 目 金 額 貸 方 科 目 金 額 

a 当座預金増減取引の cと同じであるため、仕訳不要。 

b 仕 入 180,000 買 掛 金 180,000 

C 現金増減取引 dと同じであるため、仕訳不要。 

d 買 掛 金 10,000 仕 入 10,000 

4. 売上取引 

 借 方 科 目 金 額 貸 方 科 目 金 額 

a 売 掛 金 360,000 売 上 360,000 

b 現金増減取引の cと同じであるため、仕訳不要。 

C 売 上 20,000 売 掛 金 20,000 

5 その他の取引 

 借 方 科 目 金 額 貸 方 科 目 金 額 

a 買 掛 金 15,000 支 払 手 形 15,000 

b 仮 受 金 6,000 売 掛 金 6,000 

C 貸 倒 引 当 金 800 売 掛 金 800 

d 買 掛 金 2,000 受 取 手 形 2,000 

第 4 問 （ ）1 つにつき 2 点、計 10 点 

                 仕 訳 日 計 表             

                  平成〇年 8月 10 日                 8 

借方 元丁 勘定科目 元丁 貸方 

（2,900） 1 現金 1 （1,600） 

1,200 2 売掛金 2 （1,000） 

1,200 3 受取手形 3 900 

400 4 買掛金 4 700 

200 5 支払手形 5 700 

200 12 売上 12 （3,600） 

（2,400） 17 仕入 17  

8,500    8,500 

入金伝票の仕訳 

 借 方 科 目 金 額 貸 方 科 目 金 額 

NO101 現 金 800 売 掛 金 800 

NO102 現 金 900 受 取 手 形 900 

NO103 現 金 1,200 売 上 1,200 

出金伝票の仕訳 

 借 方 科 目 金 額 貸 方 科 目 金 額 

NO201 買 掛 金 400 現 金 400 

NO202 支 払 手 形 200 現 金 200 

NO203 仕 入 1,000 現 金 1,000 
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振替伝票の仕訳 

 借 方 科 目 金 額 貸 方 科 目 金 額 

NO301 仕 入 700 買 掛 金 700 

NO302 売 掛 金 1,200 売 上 1,200 

NO303 受 取 手 形 1,200 売 上 1,200 

NO304 仕 入 700 支 払 手 形 700 

NO305 売 上 200 売 掛 金 200 

第 5 問 （ ）1 つにつき 3 点、計 30 点 

（決算日に判明した事項の仕訳） 

 借 方 科 目 金 額 貸 方 科 目 金 額 

1 旅 費 交 通 費 

現 金 

200 

250 

仮 払 金 450 

2 現 金 1,200 受 取 配 当 金 1,200 

3 貸 倒 損 失 200 売 掛 金 200 

（決算整理仕訳） 

 借 方 科 目 金 額 貸 方 科 目 金 額 

1 仕 入 

繰 越 商 品 

800 

900 

繰 越 商 品 

仕 入 

800 

900 

2 貸 倒 引 当 金 繰 入 54 貸 倒 引 当 金  54 

（3,000 円－200 円）×3％－30 円＝54 円 

3 未 収 利 息 600 受 取 利 息 600 

4 減 価 償 却 費 360 減 価 償 却 累 計 額 360 

（2,000 円－2,000 円×10％）÷5年＝360 円 

5 現 金 過 不 足 300 雑 益 300 

6 前 払 保 険 料 360 支 払 保 険 料 360 

毎年 9月 1日に 1年分の保険料を支払っているため、 

前期の決算日の仕訳は、前払保険料××／支払保険料×× ⇒8ヵ月分の保険料繰延べ 

当期首（再振替）の仕訳は、支払保険料××／前払保険料×× ⇒8ヵ月分の費用計上 

当期 9月 1日の仕訳は、支払保険料××／〇〇×× ⇒1年（12 ヵ月）分の保険料を記入 

つまり、試算表の支払保険料は、20 カ月分の保険料となり、900 円×8ヵ月÷20 ヵ月＝360 円を繰り延べ

る。 

7 消 耗 品 費 120 消 耗 品 120 
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精 算 表 

勘定科目 
試算表 修正記入 損益計算書 貸借対照表 

借方 貸方 借方 貸方 借方 貸方 借方 貸方 

現金 900   1,450        2,350   

現金過不足 

 

300  300  

 

        

売掛金 3,000     200      2,800   

繰越商品 800   900 800     900   

貸付金 1,000      1,000  

消耗品 300   120   （ 180）  

備品 2,000           2,000   

仮払金 450   450     

買掛金   400           400 

借入金  1,000      1,000 

貸倒引当金   30   54       84 

減価償却累計額   360   360       720 

資本金   2,300           2,300 

売上   6,450       6,450     

受取利息   360 

 

600    960     

仕入 1,000   800 900   900       

旅費交通費 250  200  450    

支払保険料 900   360 540    

支払利息 600    600    
 

11,200 11,200             

貸倒引当金繰入     54   （ 54）       

減価償却費     360   （ 360）       

消耗品費   120  120    

雑益     

 

（ 300）  

 

300      

未収利息   （ 600）    600  

前払保険料   （ 360）    360  

貸倒損失   （ 200）  200    

受取配当金    （1,200）  1,200   

当期純利益         （5,686）     5,686 

      5,344 5,344 8,910 8,910 （10,190） 10,190 

 


